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害
用
音
声
お
届
け
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
と
は
、
電
話
の

通
話
機
能
に
よ
り
、
伝
言
を
音
声
で
登
録

し
、
全
国
か
ら
そ
の
音
声
を
再
生
（
確

認
）
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
伝
言
を
登

録
で
き
る
番
号
は
、
固
定
電
話
・
携
帯
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
の
番
号
（
固
定 

電
話
番
号
は
被
災
地
域
の
市
外
局
番
に
限 

る
）
で
す
。
使
用
方
法
は
、

ま
ず
「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ

ル
し
ま
す
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
い
、
伝
言
を
録
音
す
る
場

合
は
、
数
字
の
『
１
』
を
押

し
、
自
分
の
電
話
番
号
（
固

定
電
話
番
号
は
市
外
局
番
か

ら
）
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
伝
言
を

吹
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
伝

言
を
再
生
す
る
場
合
は
、
数

字
の
『
２
』
を
押
し
、
相
手

の
電
話
番
号
（
固
定
電
話
番

号
は
市
外
局
番
か
ら
）
を
ダ

イ
ヤ
ル
す
る
と
伝
言
を
再
生
で
き
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
毎
月
１
日
と

15
日
に
体
験
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

災
害
時
に
自
分
の
無
事
を
適
切
な
手
段

で
伝
え
る
こ
と
は
、
救
助
活
動
の
助
け
に

も
な
り
ま
す
。
家
族
な
ど
で
、
録
音
・
再

生
に
使
用
す
る
統
一
の
電
話
番
号
を
決
め

て
お
く
と
便
利
で
す
。
『
災
害
時
の
声
の

伝
言
板
』
を
も
し
も
の
時
に
使
え
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

第15回

災害用伝言ダイヤル171

家
族
の
安
否
を
知
る
た
め
に

　

「
大
阪
府
北
部
の
地
震
」
「
平
成
30

年
７

月
豪
雨
」
に
よ
り
、
各
地
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
災
害
は
私
た
ち
の
平

穏
な
生
活
に
突
如
と
し
て
牙
を
む
き
ま

す
。
自
分
の
家
族
が
離
れ
て
い
る
と
き
に

災
害
が
起
き
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
し
て

家
族
の
安
否
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

う
か
。

安
否
確
認
の
ツ
ー
ル

　

大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
、

多
く
の
人
が
連
絡
を
取
り
合
お
う
と
す
る

た
め
、
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
に

な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
災

害
用
の
安
否
確
認
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。
安
否
確
認
の
ツ
ー
ル
と
し
て

は
、
電
話
の
通
話
機
能
の
利
用
に
よ
る

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
」
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
に
よ
る
「
災
害
用
伝

言
板
ｗ
ｅ
ｂ
１
７
１
」
、
各
携
帯
会
社
が

提
供
し
て
い
る
「
災
害
用
伝
言
板
」
「
災


